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■ EdTech ツールの概要

CaLabo MXは、Webブラウザベースで利用できるクラウド型のシステムです。ブラウザにアクセスすることで語学学習や授業支

援の機能も利用できるため、先生・学習者自身のPCでも学習支援機能を利用した授業ができるようになります。

授業内/外問わず CaLabo MX で学習した履歴を残るため、アクセスすることで学習履歴を一元管理することができます。

学習者モニター

出席確認 操作ロック

リスニング

小テスト

学習者登録

レコーディング

学習履歴の管理

教材登録

【参考価格】

500～1000未満ユーザライセンス年間利用料

1人分の年間利用料＝約3,850円

1人分の月額利用料に換算した場合、

3,850円÷12か月＝約321円

※今回の導入校での利用ライセンス数に基づいた参考価格となります。

※月額利用料は参考価格になります。ご契約頂く場合は年間の利用料となります。
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■ EdTech ツールの概要

⚫ 教材の音声を聞きながら

自分の発話を録音し、

聞き直すことができます。

⚫ 結果は自動採点され、視覚的に

自分の弱点を確認できます。

シャドーイング
音声を自動認識し、
比較表示します

語学学習の機能では、STT（Speech to Text）やTTS（Text to Speech ）機能を用いて簡単に語学学習用の音声付き教材を作

成することができ、その教材を利用して学習者に「シャドーイング」「ディクテーション」「リーディング」など様々な語学学習をさせるこ

とができます。

テキストファイルを選んで、 音声に変換され、 できあがり
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■ 学校等教育機関の抱える課題

【生徒の課題】
・生徒が授業以外で英語に触れる機会が少ない
・自分で作成したプレゼンのお手本音声が欲しい

【教員の課題】
・教材の準備に時間がかかる
・プレゼンの練習をさせたいが、生徒が作成した原稿のお手本音声を

全員分作成はできない（時間と手間が大幅にかかってしまう）
・英語力を伸ばすため、もっと多読多読をさせる機会を作りたい
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■ EdTech導入補助金2022における活用事例

活用事例：プレゼン発表の練習のためにCaLabo MX を使う

・CaLabo MX では先生がSTT/TTS機能で教材作成をすることができますが、学習者も同じように教材を
作成して学習することができます。

・事前に生徒それぞれが作成したプレゼンの英文スクリプトを持参して、そのスクリプトを CaLabo MX の
「教材作成」機能でモデル音声化し、シャドーイングやレコーディングの機能でプレゼン練習。

生徒はプレゼン発表の原稿を用意 CaLabo MX で各自プレゼン原稿を
教材登録

練習結果は点数で表示されるので
うまくできるまで練習語学学習機能で実際にプレゼンを録

音して練習

■学習者が発表の練習をする場合
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■ EdTech導入補助金2022における活用事例

活用事例：多読多聴のために利用

英検に向けて多読多聴の練習がしたいということで、CaLabo MXの自学自習用のコンテンツ「レッスン」にある
英語ニュース教材をご利用いただいた。
プリセットのニュース教材でリスニングやリーディング学習することができ、難易度がベーシックとアドバンス
でレベルの選択ができるので、自分に合ったレベルで多読多聴の自主学習ができるようになった。また、文章内
に分からない単語があればすぐに意味を確認出来たり、「My単語帳」に登録して後で見直して復習することで語
彙力の強化をすることもできた。

自分の興味のあるニュースを選択 リスニングやリーディングで学習 わからない単語を蓄積していき、

文中に出てきたわからない単語は
すぐに意味を確認・単語帳に登録

語彙テストで復習！

単語帳に登録してある単語から
各自語彙テストを受講
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■ 補助事業において実施したサポート内容

・利用開始のための操作説明会を実施
現地対応人員により対面にて操作の説明
また、別途授業立ち合いで操作支援も実施

・そのほかに操作マニュアルとして
各種チュートリアルを製品上で確認でき、
動画のマニュアルもYouTubeで視聴できるよう
準備
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■ EdTech導入補助金2022における導入実績

トライアル校 【50音順】

沖縄工業高等専門学校
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■ EdTechツールによる活用効果

〇授業でプレゼンの発表をする際の準備効率化

２年生の授業で生徒が英語のプレゼン発表原稿を作成して発表をさせる活動の際、生徒側では以下の課題があげられる
・自分で作成したプレゼンのお手本が欲しい

その課題を解決するために、先生としてはALTの先生に支援してもらい各自の原稿を基にお手本を作ることもできるが、
人数が多く準備だけで多くの時間を割いてしまい、さらに原稿内容を修正した場合には音声の変更も必要となって
まう。そのため先生としては以下の課題があげられる。

・プレゼンをさせたいがお手本の音声を全員分作成はできない

今回、CaLabo MX の機能である「学習者の教材作成」機能により、その課題を解決することができた。

CaLabo MX でプレゼン原稿を登録

語学学習機能で練習

音声付きの教材が作成され、

Webテレコや各種アクティビティで
利用できる教材が完成

TTS（Text to Speech）機能で
テキストを貼り付けて音声を生成
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■ EdTechツールによる活用効果

〇授業でプレゼンの発表をする際の準備効率化

生徒は自分が発表する原稿を作成し、原稿内容を先生にチェックしてもらった後、 CaLabo MX にその原稿を
読み込ませて、各自お手本音声を即時に作成することができるようになった。
音声の準備などで時間がとられることもなくすぐに練習ができるので、プレゼン練習のできる時間も多く確保
できるようになった。
先生側においても、各自のお手本音声を準備する必要もなく、作業時間の削減をすることができた。

CaLabo MXのTTS（Text to Speech）/STT（Speech to Text）機能は英語だけでなく、15言語に対応しているため、
第二言語の授業でのプレゼン発表においても活用することができるため、同じように作業量の削減や時間の確保に
つながったと考えられる。

※ 英語（米・英）・中国語（簡体字・繁体字・台湾）・日本語・韓国語・ドイツ語・フランス語・イタリア語・スペイン語・ロシア語・
ブラジルポルトガル語・タイ語・インドネシア語
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生徒が英語に触れる機会が少ない、もっと多読多聴の機会を作りたいという課題/要望もCaLabo MX で実現することが
できた。

CaLabo MX には前述の「レッスン」で自学自習をすることができ、英語のニュース教材で各自リスニングやリーディ
ングなどの学習ができる。
配信されるニュース記事は「週に3回」時事ニュースを配信されるため最近話題のニュースで英語に触れることができ、
「自然・科学」「スポーツ・芸能」など興味のありそうな７つのジャンルから教材を選択し学習できる。

生徒はPCでCaLabo MX にアクセスしてレッスン学習するだけでなく、
自分の持っているスマートフォンでも学習ができるため、
より身近な機器でいつでも学習することができるようになり、
英語に触れる機会・多読多聴の機会を増やすことができた。

■ EdTechツールによる活用効果

〇生徒が授業以外で英語に触れる機会の増加

生徒は自分のスマホでも学習できるため、
移動時間やちょっとした空き時間に学習

することができる。
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■ EdTechツールによる活用効果

レッスン機能でどの学習をしたかのアンケート結果
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■ EdTechツールを活用した児童・生徒・教員のコメント感想等

【教員のコメント感想】
・CaLabo MXはブラウザで利用できるので、家でも簡単に音声を作成したり、

練習が出来る点が評価できる。
・レッスンにある教材はベーシックとアドバンスでレベルの選択ができることや、

文章内に分からない単語があればすぐに意味を確認出来たり、
「My単語帳」に登録していける点が使いやすい。

【学習者のコメント感想】
・シャドーイングで自分の英語を採点してくれるのは画期的だと思った。
・単語テストがすぐに採点されて便利だった。
・音声を聞きながら、録音ができるところ。
・音読練習で自分のスピーキング力が点数として可視化されたのが非常にわかりやすかった。
・画面の表示がわかりやすかった。
・スマートホンですぐにその場でできる手軽さが使いやすかった。
・英語に日常的に触れる機会ができたのはよかった。
・録音機能などがついていて非常に良かった。
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■ EdTechツールの導入・運用における課題とその改善策

課題１：利用開始のための準備で教員の手間がかかってしまう
利用開始時に躓くと継続しての利用が億劫になる

・管理者側でも支援が可能な作業（ユーザー登録、クラス登録など）で
手間取ることもあるため、作業の支援や代行を実施

・利用開始時にはよりわかりやすい説明を実施し、まずは簡単に使える
機能などから利用してもらう

課題２：教員の教材作成の負荷がかかってしまっている

・共有機能による教材の作成支援
・授業の課題として利用できるプリセット教材の作成

課題３：操作性や機能改善を行い使い勝手を向上する必要がある

・クラウドサービスの利点を生かして、先生方や学習者の要望や改善点の
サービスに反映するタイミングを早くする
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【記載内容及び留意事項等】

・会社の規模が明確に分かるもの

（売上高、経常利益等）

・問合せ窓口

■ 会社概要

● 会社概要


